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深度地下環境からの低温菌の分離と同定
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我々は、地下深度の水および土壌サンプルを取得し、微生物の分離を試みた結果、低温菌を2株、独立栄養細
菌を3株分離することができた。低温菌の1つ、S N 1 6 A株は- 5℃から3 7℃で生育し、もう一方のK B 7 0 0 A株は- 1 0℃か
ら3 0℃で生育した。K B 7 0 0 A株の16S rRNAはPseudomonas marginalisのものと9 8 . 7 %の相同性を有し、本菌は
P s e u d o m o n a s属に属することが示唆された。一方、S N 1 6 A株の16S rRNAは最も高い相同性を示すものでも
Arthrobacter globiformisの95.4%であり、新属新種の微生物であることが示唆された。

地球容積の主体である深度地下（地下5 0 m以深）における生態系の理解は、それまで地下極限環境は無菌状
態であると信じられていたため、ほとんど為されていないと言って良い。最近我々は、超好熟菌、石油分解菌な
ど地下から地表に出現したとも予想される嫌気性菌を分離しており、深度地下には未知の生物が多種類存在して
いる可能性が示唆され始めた。そこで我々は、深度地下の極限環境における微生物相を解明し、物質循環系を明
らかにするという視野のもと、広く微生物資源の探索を行うとともに、特殊能力を有する微生物の解析と利用に
関する研究を行っていきたいと考えている。

本研究では、地下深度1 0メートルから1 8 0 0メートルまでの水および土壌サンプルを取得し、微生物の分離を
試みた。好気条件下では従属栄養培地、嫌気条件下では気相の二酸化炭素が唯一の炭素源となるような独立栄養
培地を用い、4℃、3 0℃、3 7℃で培養を行った。その結果、低温菌を2株、独立栄養細菌を3株分離することができ
た。低温菌の1つ、S N 1 6 A株は- 5℃から3 7℃で生育し、至適生育温度は2 5℃から3 0℃の間であった。もう一方の
K B 7 0 0 A株は- 1 0℃から3 0℃で生育し、2 0℃から3 0℃の間での増殖速度に差はなかったが、3 7℃では生育できなかっ
た。特にK B 7 0 0 A株の- 5℃での比増殖速度は0 . 3 1 4 / d a yと高く、菌体濃度は定常期で約OD660 = 2.5となった。そこ
でこの2株を走査型、透過型電子顕微鏡により観察し、また菌学的な性質を明らかにした。双方ともに2 - 3μmの長
さをもつ桿菌であり、 S N 1 6 A株はグラム陽性菌、 K B 7 0 0 A株はグラム陰性菌であった。さらに、 S N 1 6 A株、
K B 7 0 0 A株の16S rRNAのクローニングおよび塩基配列を決定したところ、K B 7 0 0 A株の16S rRNAはP s e u d o m o n a s
m a r g i n a l i sのものと9 8 . 7 %の相同性を有し、菌学的性質と合わせて、K B 7 0 0 A株はP s e u d o m o n a s属に属することが示
唆された。一方、S N 1 6 A株の16S rRNAは最も高い相同性を示すものでもArthrobacter globiformisの9 5 . 4 %であり、
新属新種の微生物であることが強く示唆された。K B 7 0 0 A株、S N 1 6 A株ともにプレートアッセーでリパーゼ、アミ
ラーゼ、プロテアーゼなどの有用な加水分解酵素を産生していることが示された。

K B 7 0 0 A株はまた、3 0℃で水素をエネルギー源として、二酸化炭素を炭素源として独立栄養増殖を示した。独
立栄養条件下でのK B 7 0 0 A株の無細胞抽出液には顕著なA T P -依存型クエン酸リアーゼ活性が検出できたので、本菌
は還元的T C A回路により炭酸を固定していることが示唆された。また好気従属栄養条件下ではクエン酸リアーゼ
活性が全く見られなかったことからK B 7 0 0 A株の還元的T C A回路は誘導型のものであることが示唆された。以上の
結果より、深度地下環境は低温菌、独立栄養細菌などの新規微生物をスクリーニングする際のよい分離源である
と考えられる。


